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Ａ．研究目的 

近年、個人のゲノム情報に基づき、個人ごとの

違いを考慮した「がんゲノム医療」への期待が高

まっている。第３期がん対策推進基本計画では、

「バイオバンク」、「次世代シーケンスを用いた

ゲノム解析」、「治験薬と含めた治療選択肢を提

示できるゲノムコンソーシアム」などを推進する

一方、「がんゲノム医療」に関する国民への理解

を促進するための教育や普及啓発が求められてい

る。現状、「がんゲノム医療」には、患者を中心

とした社会一般から多大な期待がなされている

が、正確な情報提供が欠如しているため、一般人

はもちろん医療従事者の間でも混乱が生じてい

る。 

「日本癌学会」、「日本臨床腫瘍学会」、「日本癌

治療学会」は、昨年より「がんゲノム医療の推

進」を目的として、「3学会合同ゲノム医療推進タ

スクフォース」（座長：日本癌治療学会理事長 

北川 雄光）を設立した。活動目標の１つの「社

会に対する正しいがんゲノム医療の提供」の実現

のために「がんゲノムネット・ワーキンググルー

プ（WG）」を組織した。3学会よりそれぞれ推薦を

受けた 10名で構成し、2017年 10月 20日に第１

回の WG会議を開催し、現在活動を継続してい

る。 

本研究は、「日本癌学会」、「日本臨床腫瘍学会」、

「日本癌治療学会」が「がんゲノム医療の推進」を

目的に設立した「3学会合同ゲノム医療推進タスク

フォース」を基盤とし、患者、患者家族、一般市民

を対象に、現状のがんゲノム医療の全体像をまと

めアップデートを随時行いながら、ゲノム関連情

報の提供を行う「がんゲノムネット」のコンテン

ツ・体制を整えることを目標とする。 

 

Ｂ．研究方法 

インターネットなどを用いた情報配信事業につ

いて、情報ツール、コンテンツ及び運営方針（記事

更新のタイミングなど）を決定し、分担執筆者を選

定する。出版事業に関しては、書籍名、内容、項目

を決定し、出版社、分担執筆者を選定する。市民向

けのゲノム講習会の実施を計画する。 

（倫理面への配慮） 

本研究は、がんゲノム情報を正しく市民に配信す

るコンテンツを作成するものであり、個人情報も

扱わないため、特段の配慮はない。 

 

Ｃ．研究結果 

第 3回「がんゲノム医療ネット」ワーキンググル

ープ会議・第 1 回田村班会議（2019 年 9 月 16 日

（金）13時～15時、AP東京八重洲通り７階「Sル

ーム」）に日本臨床腫瘍学会の代表かつ田村班員と

して参加し、書籍「よくわかるがんゲノム医療」の

出版と、ＳＮＳコンテンツ「がんゲノムネット」の

開設に向け て、具体的な話し合いを行った。依頼

原稿や動画撮 影の進捗状況を確認しながら、今後

のスケジュー ルについて確認した。次世代シーケ

ンス遺伝子パ ネルの保険償還を受けて、よりタイ

ムリーな話題 を提供できるように調整した。 

市民向けのゲノム講習会については、矢野が事

業責任者である「文部科学省・多様な新ニーズに対

応するがん専門医療人材（がんプロフェッショナ

ル）養成プラン：北信がんプロ」を主体とした「市

民公開講座」を 2019年 10月 20日（日）に金沢市

で開催した。150 名の参加者を集め、「第二部：金

沢で受けられるがんゲノム医療」では 4 名の講師

からゲノム変異の意味、金沢で実施されているゲ

ノム医療、遺伝カウンセリング、免疫チェックポイ

ント阻害療法とがんゲノム医療の接点についての

解説を行った。 

研究要旨  

インターネットなどを用いた情報配信事業について、書籍「よくわかるがんゲノム医療」とＳＮＳコ

ンテンツ「がんゲノムネット」の分担執筆者を選定した。市民向けのゲノム講習会については、矢野

が事業責任者である「文部科学省・多様な新ニーズに対応するがん専門医療人材（がんプロフェッシ

ョナル）養成プラン：北信がんプロ」を主体とした「市民公開講座」を 2019年 10月 20日（日）に金

沢市で開催し、150 名の参加者に対しゲノム変異の意味、実施されているゲノム医療、遺伝カウンセ

リング、免疫チェックポイント阻害療法とがんゲノム医療の接点についての最新情報を発信した。 
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Ｄ．考察 

市民公開講座において行ったアンケート調査で

は、昨年度に引き続き一般市民のがんゲノム医療

に対する期待が非常に大きいことを感じた。現在

のがんゲノム医療は、遺伝子解析により治療薬候

補が見つかり従来では行えなかった分子標的治療

が行える可能性を有している一方で、「ゲノム治

療」と称する誤った情報、エビデンスのない高額

な検査法や民間医療が増えてきているなどの負の

側面もある。これらの負の情報も適切に公開する

ことが必要であると再認識した。 

 

Ｅ．結論 

本研究を完遂し、正しい医療情報・資源への患

者のアクセスを可能とさせ、がん患者の不利益を

減少させることが重要であると感じた。 
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